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１ 会計年度任用職員の課題と展望について （６０分）                   

 

 『広報つるがしま』１月号に「会計年度任用職員の登録者募集に

ついて」が掲載されていました。 

 私は、これまで機会を捉えて以前の「非常勤職員」の処遇につい

ては質疑してきましたが、会計年度任用職員についてはまとまった

質疑をしてこなかったことに思い至りました。 

 この度の「登録者募集」の記載内容から「会計年度任用職員」に

任用する職種がかなり限定的なものとなっていることに気が付き

ました。「非常勤職員」と呼称された当時は常勤職員と区別されな

い一般事務・実務を担われていたとの印象でしたが、登録を募って

いる職種はほぼ専門的な職種、技能を要するものとなっています。 

 この間、公務職場で増え続ける非正規公務員（旧臨時・非常勤職

員）の任用基準があいまいで、しかも、任命権者・自治体側の過度

な裁量が容認されていたという事情もあったようです。こうしたこ

とから「会計年度任用職員」制度が、平成２９年の地方公務員法の

改正の際に、一般職非常勤職員である会計年度任用職員に関する規

定が設けられ、その採用方法や任期等が明確化されました（地方公

務員法第２２条の２）。本市でも会計年度任用職員に関する条例、

規則を設けて年度を通して任用を行っています。果たして、このよ

うな法改正によって非正規職員の処遇改善と公務職場の運営が改

善されているのでしょうか。 

 そこで、会計年度任用職員の鶴ヶ島市役所での現状と今後の課

題・展望について質問いたします。 

 

（１） 非正規公務員はなぜ増え続けているのでしょうか 

（２） 会計年度任用職員となって旧臨時・非常勤職員とどう変わ 

ったか 

（３） 会計年度任用職員の現状について 

ア 非正規職員と正規職員の賃金格差について 

(ア) 正規職員の男女別平均賃金 

(イ) 非正規職員の男女別平均賃金 

(ウ) 正規・非正規職員を含めた全職員の男女別平均賃金 
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イ ジェンダー・ギャップが会計年度任用職員には著しくない

か 

(ア) 正規職員数の男女割合 

(イ) 非正規職員数の男女割合 

(ウ) 部ごとの正規と非正規の男女別配置数 

（４） 会計年度任用職員の登録応募状況について 

ア 募集職種ごとに 

イ 年齢や扶養／被扶養に関する条件は付されていないが問題

はないか 

ウ 会計年度任用職員に対する聞き取り調査によって改善点を

さぐることは 

（５） 大量離職通知書の作成・届け出について 

本市の会計年度任用職員募集条件によれば「任用期間は最

長１年」と明記されており、毎年度大量離職者が出ることに

なります。労働施策総合推進法第２７条によれば、一つの事

業所で１カ月に３０人以上の離職者が発生する場合には、最

後の離職が生じる日の１カ月前までに、大量離職通知書を作

成し、ハローワークに届け出る義務が自治体に生じますが、

本市ではその義務を果たしているのでしょうか。 

（６） 定員管理計画の見直しに当たって課題と展望は 

本市の定員管理計画は見直しの時期に当たっているが、会

計年度任用職員という非正規職員の処遇や計画上の位置づけ

も含めて見直しすべきと考えますが所見を伺います。 

 

 

 


